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「知っているのとやってみるのとは大

違い！とても良い経験ができました」 

「身体で覚えていたらいざという時に

使える！繰り返し講習を受けよう

と思いました。」 

 

三田消防署の方から心肺蘇生法・ＡＥＤの装着

方法の講習を受け、一人ひとりが実習しました。 

 子どものけがや病気の際の応急手当の方法、 

病院へ連れて行く時の目安など、実践のお話

も交えて聴くことができました。 

「多胎児を育てる方が沢山おられて、いろんな

話ができてよかったです。」「同じ悩みを共有する

こともできました。」「双子を育てていると地域の

つながりも増えるし、喜びも 2 倍です。」など、

沢山のご意見を聴くことができ、楽しい時間をも

てました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

内     容 計 

保育施設の終了後の預かり 365 

保育施設までの送迎 150 

放課後児童クラブ終了後の預かり 129 

学校の放課後の預かり 16 

きょうだいの学校行事などの預かり 7 

保護者の外出のときの預かり 120 

放課後児童クラブの迎え 1 

子どもの病気のときの援助 5 

子どもの習い事の援助 166 

保育所・学校などの休みのときの援助 63 

保護者の短時間・臨時的就労の時の援助 9 

保護者の病気、その他急用のときの援助 26 

その他育児援助のために必要な援助 364 

合     計 1,421 

地区名 依 頼 協 力 両 方 合 計 

三田 49 16 11 76 

三輪 59 36 18 113 

広野 20 11 5 36 

小野 7 3 1 11 

高平 9 1 4 14 

藍 26 24 9 59 

本庄 5 2 0 7 

ﾌﾗﾜｰ 90 51 21 162 

ｳｯﾃﾞｨ 203 66 55 324 

ｶﾙﾁｬｰ 20 7 8 35 

市内在 3 0 0 3 

計 491 217 132 840 

         小さな子どもは、手の届く所にタ

バコやコインがあれば、すぐに口に

入れてしまいます。 

＜異物誤飲したら＞ 

●いつ何をどれくらい飲んだかを確認する 

●病院で医師の診察を受ける（誤飲物を持参する） 

＜毒物を飲んだとき＞ 

●「中毒 110番」に聞く  ℡072-727-2499 

  （大阪中毒 110番 365日・24時間対応） 

●酸性やアルカリ性のものが皮膚についたり、眼に

入ったとき、水道水で十分に流す 

平成平成平成平成 22222222 年度年度年度年度 9999 月末月末月末月末    現在現在現在現在    （人）（人）（人）（人）    平成平成平成平成 22222222 年年年年 4444 月～平成月～平成月～平成月～平成 22222222 年年年年 9999 月（件）月（件）月（件）月（件）    

誤飲した時！ 

ストーブやアイロンは 

使用後もしばらく熱いので要注意！ 

湯たんぽやカイロは直接肌に触れると低温やけ

どを起こします。 

＜応急手当＞ 

●できるだけ早く水道水など流水で冷やす 

    （10分～15分） 

●衣服は脱がせず、衣服の上から流水をかける 

●十分冷やしたら、清潔なガーゼなどで患部を

保護する 

●水ぶくれは破らない 

やけどした時！ 

6か月から5才の乳幼児に起こりや

すく、多くは「熱性けいれん」と呼ば

れ、高熱の時に起こしやすく、1～2

分でおさまります。 

＜＜＜＜応急処置＞ 

●安静にすること（衣服をゆるめる） 

●熱があれば頭を冷やすなどして、体に熱がこ 

もらないようにする 

 ●吐物や唾液を気管に詰まらせないように注意！ 

＜医師の診察が必要＞ 

●初めてのひきつけ●5分以上続いている 

●生後 6か月未満●発熱がない●何度も繰り返す 

●頭を打った後のひきつけ 

ひきつけ！ 

蜂に刺された刺傷歴があると、 

アレルギー反応を起こすことがあります。 

 

＜ハチに刺されたら＞ 

●局所に付着したハチの刺針や毒蛾のりん

粉等を除去し、水で洗い流す 

●局所を冷却する 

●呼吸困難、発疹、意識障害を起こしたら

すぐに救急車を呼ぶ 

 

＜犬や猫にかまれたとき＞ 

●傷を水道水でよく洗い、医師の治療を受

ける 

●首などかまれて出血が多いときは、圧迫

止血をし、救急車を呼ぶ 

刺咬傷！ 

※「救命のリレー」より抜粋 
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＊＊＊＊このページは、サブリーダー（地域リーダー）がつくっていますこのページは、サブリーダー（地域リーダー）がつくっていますこのページは、サブリーダー（地域リーダー）がつくっていますこのページは、サブリーダー（地域リーダー）がつくっています＊＊＊＊    

私が以前にサポートさせて頂いたご家

庭ですが、いろいろな事情が重なり、子ど

もがアレルギーを発症し、給食が食べれ

ず、お母さんの作ったお弁当を保健室で食

べていました。 

お母さんが夜勤のとき、我が家で子供た

ちに夕食を食べさせてください、との依頼

でした。 

食べることの楽しさを知ってほしいと

思い、何回かお弁当を作って武庫川の土手

で一緒に食べました。依頼のたびに「今日

の夕飯は何なん？」と興味を持つようにな

りました。 

このご家族は又引越していかれました

が、お母さんはその地でこの 4月からファ

ミサポの講習を受け、「これからは協力会

員で今までのお返しをさせていただきま

す。」とうれしいメールをくださいました。 

 

小学校に迎えに行くと、いろんな子どもた

ちに聞かれます。 

「おばちゃんは、Ｓ君のお母さんなの？ 

おばあちゃんなの？」 

・・・・私、ちょっと中途半端な 

年齢なんですよね・・・・・ 

何て答えようと考えていると____ 

赤ちゃんの頃、預かっていたＨちゃんが、

すかさず、「この人はファミサポの Yさん！ 

 お母さんでも、 

おばあちゃんでもないの！！」 

と、ズバー！！！ 

子どもたちは 

「ふ～ん」 

それから迎えに行くと 

「Ｓ君、ファミサポの Yさんが 

迎えに来てるよ～」 

って、言ってくれます。 

① 紙コップを用意します。（高さ 5㎝ぐらいの小さめの紙コップがよく飛びます） 

② ロケットの翼を色画用紙などで作り、セロテープで貼り付けます。（マーカーなどで絵を書いてください。） 

③ トイレットペーパーの芯に小さめのビニール袋をセロテープで貼り付けます。 

  ビニール袋がなるべく偏らないように貼ってください。 

④ ②でできた芯に空気を入れ、芯の方にロケットを挿します。 

⑤ ビニール袋の部分を勢いよく叩いてください。ロケットが発射します。 

5 

90ml 

紙ｺｯﾌﾟ 



 

     今回は、“健康福祉フェア 2010”で、

全体交流会を計画しました。依頼・両

方・協力すべての会員の方にご参加いた

だき、会員同士の交流も深めていただけ

ればと思います。 

     会員以外の方もご参加いただけます

ので、お友達も誘って、みんなで楽しん

でくださいね。 

 

 

とき：11 月 7 日（日）10:00～16:00 

場所：多世代交流館「ふらっと」 

楽しい催しがいっぱい！ 

 

ボランティア募集（10:30～15:00）の間で 

3 時間程度ボランティアをしてみませんか？ 

（工作・縁日などの手伝い） 

 

高校生以上でボランティアを希望される方は、 

10 月 16 日（土）までに、 

下記にご連絡ください。 

（昼食は、各自ご用意ください） 

 

社会福祉法人 三田市社会福祉協議会 

さんだファミリーサポートセンター 
〒669-1546 三田市弥生が丘１-１-２ サンフラワービル 2Ｆ 

三田市多世代交流館内 シニア・ユースひろば 

TEL 079-559-8996  FAX 079-562-8424  

Ｅ-ﾒｰﾙ  famisapo@sanda-shakyo.or.jp 

開所時間開所時間開所時間開所時間  9:30～17:30 

（日･月･祝日･12 月 28 日～1 月４日は休み） 

 参加費無料・申込不要 

 就学前の親子あつまれ！ 

「マジックふうせん 

  ～作って・あそぼう～」 


